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宮
武
：
池
田
。
中
居
の
三
氏
に
栄
誉

ッ

と

す

る

L
妬凰

＼
 

ー
＼
リり

心

の

動

き

カミ‘

事

故

の

も

と

深
い
所
得
税
は
、
種
々
の
所
得
控
除
な

~
ど
が
引
上
げ
ら
れ
、
税
率
も
低
く
な
り

丁
ま
し
た
。

~
こ
の
改
正
陀
よ
る
と
所
得
税
の
課
税
ー
子
ど
忍
の
し
つ
け
ー

ニ
最
低
限
は
給
与
所
得
者
の
場
合
次
の
と
毎
日
、
多
く
の
幼
い
生
命
が
交
迪
戦

；

り

に

な

り

ま

す

°

争

の

犠

牲

と

な

り

、

傷

つ

い

た

り

失

わ

れ
て
い
く
現
実
、
し
か
も
事
故
は
同
じ

四

四

年

分

四

五

年

分

よ

う

な

傾

向

を

示

し

つ

‘

つ

け

て

お

り

ま

~
扶
養
親
族
数

五
立

0
、―――八六

t

工
七

0
、0

四――-

一

人

ー
自
治
功
労
と
、
水
年
勤
続
を
た
た
え
て
ー

i

二

人

六

＾

一

、

四

―

―

―

―

私

た

ち

お

と

な

は

、

も

っ

と

真

剣

妬

七
一
六
、
0

写
―
―
考
え
、
日
本
の
将
来
を
背
負
う
子
供
た

A

0

七
、
一
八
六

去
る
四
月
二
十
九
日
天
呈
誕
生
日
の
．
月
町
長
を
勇
退
さ
れ
る
ま
で
当
町
の
三

i

佳
ぎ
日
に
行
な
わ
れ
た
春
の
生
存
者
叙
・
役
な
い

L
首

長

と

し

て

当

町

振

興

の

た

三

人

へ

六

圧

、

七

七

二

ち

の

安

全

を

守

ら

な

く

て

は

な

り

ま

せ

勲
忙
あ
た
り
、
宮
武
熊
丸
氏
は
勲
六
等

iめ
つ
く
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
~
耳
—
＼
九
―
-
こ
、

0
九
―
―
―
ん

'
o

＇
氏
の
人
柄
と
手
腕
は
県
下
の
町
村
会
~
一
、

0
0
-
、
六
五
0
0

子
ど
も
は
お
と
な
の
行
動
を
ま
ね
る

単
光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ
、
池
出
諷
千
i

目
お
く
と
こ
る
で
あ
り
、
県
町
~
（
扶
養
親
族
の
構
成
は
い
づ
れ
も
配
偶
心
の
で
す
3

子
ど
も
を
と
り
ま
く
局

雄
氏
は
、
本
年
で
第
二
回
目
の
天
皇
誕

i

で
も
一

囲
の
お
と
な
が
正
し
い
交
通
ル
ー
ル

じ
め
多
く
の
役
賑
を
；
者
の
あ
る
場
合
）

生
日
知
事
表
彰
を
う
け
ら
れ
、
中
届
喜
~
村
会
副
芸
長
を
は

の
模
範
を
示
す
こ
と
が
生
き
た
指
導

こ
の
改
正
匠
よ
っ
て
、
夫
婦
と
子
供

代
光
氏
は
、
肱
川
町
消
防
団
副
団
長
と
〕
兼
務
又
日
本
赤
十
字
社
の
延
事
、
全
国
．

し
て
、
三
月
三
日
消
防
長
官
よ
り
永
年
丁
山
振
連
盛
理
事
な
ど
全
国
段
階
の
要
服
~
で
あ
り
ま
す
。

0

交
辿
安
全
の
し
つ
け
は
、
通
り
一
辺

•
三
人
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
例
陀
と
り
ま

勤
続
功
労
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
匹
心
つ
か
れ
、
数
多
の
治
績
を
残
さ
れ
~

｀
で
は
だ
め
で
、
幼
児
の
と
き
か
ら
毎

す
と
、
約
一

0
0万
円
ま
で
は
所
得
税

：

日

、

毎

日

交

通

安

全

の

具

体

的

な

注

~
が
か
A

ら
な
く
な
り
注
し
た
。

本
人
の
名
誉
は
も
と
よ
り
で
す
が
、
町
二
L

い
ま
す
3

そ
の
功
に
よ
り
、
今
回
は
・

っ
て
三
人
第
二
回
目
の
天
呈
誕
生
日
知
事
表
彰
の
[

と
し
て
も
、
同
じ
年
紀
そ
る

も
の
方
が
高
い
栄
誉
を
う
け
ら
れ
た
こ
屎
誉
を
う
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
口
/
:
]
[
[
~
―
。
〗
〗

□
`
.
l
c

〗
〗□三
ロ
ロ
〗

｀
り
と
し
、
慶
祝
の
章
を
表
し
ま
昭
〗
旦
旦
旦

A
― -
0
0
万
一
共
―
―
六
―I

•• 

0
1

追
路
妬
出
た
と
き
、
場
合
に
応
し
て

一写
0

万
六
嗅
―
―
四
一
一
塁
、
翌
ハ
〈
具
体
的
な
指
導
に
心
掛
け
た
い
も
の

宮
武
熊
丸
氏
は
、
塁
年
七
十
五
オ
／
組
以
来
失
竺
二
十
四
年
間
、
消
防
活
動
{

明
治
四
十
二
年
十
月
大
谷
村
役
場
へ
奉
に
挺
身
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す

3

現

／

0

0

万
一
四
＾
羹
七
一
。
＾
羹
0
`
｛

で

す

。

」

|

。

「

な

ぜ

」

の

理

論

的

な

誕

つ

け

が

な

襲
昭
和
二
十
一
年
十
月
肱
川
村
助
役
二
在
の
消
防
団
は
、
処
過
の
面
に
お
い
て
i

`

い
い
と
納
得
し
な
い
の
が
現
代
っ
子
で

を
退
職
主
で
、
実
に
三
十
有
余
年
を
自
了
も
又
災
害
、
補
償
等
忙
つ
い
て
心
次
第
~
．

す
。
な
ぜ
交
辿
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け

．

商

業

統

計

の

実

施

れ

ば

い

け

な

い

か

、

わ

か

る

よ

う

陀

治
一
す
じ
に
働
か
れ
、
そ
の
後
忍
民
生
正
に
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
戦
前

i

委
員
、
監
査
委
員
、
肱
川
定
時
制
高
校
ぷ
、
戦
後
の
初
期
は
、
な
ん
の
報
い
も
な

i

の
P
T
A
会

長

、

司

法

保

設

司

等

行

政

、

丁

い

全

く

の

犠

牲

と

奉

仕

の

団

体

で

あ

り

‘

[

話

し

て

や

る

こ

と

で

す

。

れ
ば
こ
れ
を
続
~
通
商
産
業
省
で
は
、
二
年
に
一
国
全
0

又
、
子
ど
忠
自
ら
が
、
安
全
な
行
助

民
生
、
教
育
の
分
野
で
献
身
的
に
つ
く
喜
否
高
な
使
命
観
が
な
け

さ
れ
現
在
陀
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
り
て
勤
め
る
こ
と
は
困
雖
で
あ
り
ま
し
」
国
の
商
店
を
対
象
と
し
て
商
業
調
歪
を
：
か
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
、
将

雲
施
し
て
い
る
も
の
で
、
六
月
一
日
現
米
積
極
的
に
交
通
事
故
を
防
止
で
き

今
ま
で
に
も
知
事
、
司
法
大
臣
、
全

3

た
。

二
仕
で
調
査
を
お
こ
た
い
ま
す
3

調
査
は
る
人
間
性
の
育
威
も
め
ざ
し
て
し
つ

今
ま
で
陀
も
多
く
の
表
彰
を
う
け
ら

国
定
時
制
通
信
制
教
育
振
興
会
長
、
県
~

け
た
い
も
の
で
す
。

教
育
委
員
会
な
ど
か
ら
数
々
の
表
彰
を
；
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
永
年
の
勤
[
晒
査
員
が
ぉ
伺
ぃ
し
ま
す
の
で
、
よ
る

※
路
上
で
三
輪
車
な
ど
で
遊
ば
せ
な

う
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
功
労
と
ニ
続
に
よ
り
功
労
章
が
お
く
ら
れ
た
も
の
丁
し
く
と
協
力
く
だ
さ
い
。

i

提
出
さ
れ
た
事
項
は
、
こ
の
統
計
以
い
よ
う
心
か
け
よ
う
。

高
慄
な
人
格
に
よ
り
今
回
の
叙
勲
と
な

A

で
あ
り
ま
す
3

五
旦
、
例
え
ば
徴
税
そ
の
他
不
利
益
に

っ
た
附
の
で
あ
り
ま
す
。
~

池
田
萬
千
雄
氏
は
、
当
年
七
十
一
才
‘
[
記
5

法

の

改

正

；

な

る

こ

と

匠

は

使

用

せ

ず

秘

密

は

法

律

二
で
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
姦
り
ま
す
。

昭
和
七
年
五
月
河
辺
村
収
入
役
妬
就
任
~

ぃ
正
確
陀
ご
報
告
く
だ
さ
る
よ
う
陀
お
願
，

さ
れ
た
の
が
、
自
治
行
政
尻
直
接
手
を
~
ー
所
得
税
の
減
税
を
中
心
化
］
．

ふ
れ
ら
れ
た
は
じ
め
で
、
以
来
昨
年
＝
―
~
私
た
ち
の
生
活
妬
も
っ
と
も
関
係
の
~
い
し
ま
す
。
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通

安

全

」
万
五
千
九
百
六
十
人
で
当
町
で
は
左
記

｀
方
々
尻
贈
ら
れ
ま
し
た
。
宇
和
川

；
尾
下
ク
、
ヽ
、
予
子
林
大
塚
チ
ョ
フ
、

ニ
大
谷
大
田
恒
行
、
山
鳥
坂
岩
本
ョ

玄
郵
便
局
で
は
迷
い
子
防
止
に
努
力
し
~
シ
、
宇
和
川
河
内
リ
キ
（
敬
称
略
）

転
~

て
い
ま
す
。
あ
て
書
き
か
不
十
分
、

居
先
が
不
明
な
ど
で
配
進
で
き
た
い
郵

i

お

知

ら

せ

便
物
が
全
国
で
知
日
＝
三
万
通
冷
あ
り
-・

開
眼
辿
動
巡
回
診
査
お
よ
び

ま
す
。

~
一
日
盲
人
福
祉
セ
ン
ク
ー
実
施

こ
の
た
め
に
大
切
な
用
件
や
、
せ
っ
~

か
く
の
兵
、
心
か
先
方
に
届
か
な
い
ば
か
．

松
山
赤
十
字
病
院
眼
科
部
長
を
お
迎

り
か
、
調
査
や
還
付
に
余
分
の
手
間
が
~

か
か
り
、
他
の
郵
便
の
処
理
忙
も
影
響
；
人
し
て
巡
回
診
査
を
行
な
い
ま
す
の
で

し
ま
す
の
で
、
郵
便
を
利
用
す
る
除
は
；
目
の
悪
い
方
は
受
診
さ
れ
る
様
お
知
ら

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
~
せ
し
ま
す
。

但
し
、
次
の
疾
患
の
方
は
受
診
出
来

玄
「
あ
て
名
」
郵
便
番
号
簿
や
住
所
録
~

を
み
て
正
確
に
「

0
0
様
方
」
や
「
O

〗
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
3

ア
色
盲
症
お
よ
び
ト
ラ
コ
ー
マ

棟
0
号
室
」
等
む
忘
れ
ず
に
お
書
き
く
~

~
イ
無
眼
球
症
（
両
眼
）

だ
さ
い
o
,
9
9
.

雨
の
日
や
夜
間
で
忍
読
め
~
ゥ
網
膜
色
素
変
性
症
（
両
眼
）

女
「
表
札
」

る
よ
う
妬
は
っ
き
り
と
、
家
族
全
員
の
~
工
小
角
膜
眼
（
両
眼
）

名
前
を
書
い
て
お
く
。
~
ォ
絶
対
性
緑
内
障
（
両
眼
）

・
カ
祝
神
経
い
縮
（
両
眼
）

森
「
郵
便
受
箱
」
大
型
の
郵
便
物
の
た
・

め
差
入
口
を
大
き
く
、
雨
や
風
か
ら
内
[
-
、
日
時
七
月
一
日
自
午
前
九
時

至
午
後
＝
一
時

容
物
を
完
全
忙
保
設
で
き
る
も
の
を
通
~

一
、
場
所
肱
川
町
役
場
階
上
会
議
室

り
に
面
し
て
、
表
札
の
近
く
忙
必
ず
設
[
-

n|I
ー
|
-

置
す
る
3

食
「
転
居
一
転
居
さ
れ
た
方
は
知
人
、
~
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

・ヽ

五
I

時
及
び
場
所

友
人
妬
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
と
と
も
尻

五
月
二
十
七
日
、
午
後
一
時
ー
三
時

旧
住
所
の
受
持
配
達
郵
便
局
妬
必
ず
転

i

ま
で

居
届
を
お
出
し
く
だ
さ
閃
用
紙
は
郵
[i

役
椒
会
議
室

便
局
と
町
役
場
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
~

霞

当

者

郵
政
大
臣
か
ら

~
生
後
ニ
ヶ
月

l

十
ニ
ヶ
月
ま
で

米

寿

の

お

祝

い

[

そ

の

他

希

讐

者

ー

簡
易
保
険
で
は
、
今
年
米
寿
（
八
十
~

八
オ
）
を
迎
え
ら
れ
た
人
陀
、
お
祝
い
~

と
し
て
郵
制
大
臣
か
ら
あ
い
さ
つ
状
と
~

記
念
品
（
杯
）
が
二
月
中
旬
か
ら
贈
ら
~

れ
て
い
ま
す
3

八
十
八
オ
の
長
寿
者
は

i

全
国
で
男
一
万
一
千
七
十
九
人
、
女
二

i

万
四
千
八
百
八
十
一
人
、
あ
わ
せ
て
三

i

迷
い
子
郵
便
物
の

絶
滅
に
ご
協
力
を

月
二
十
九
日
、
午
後
一
時
ー
三
時

で揚
会
議
室
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久保部落

，影地集会所蕗成式

中小藪集会所落成式

共楽園の開園式

（白石）， 

小学校入学式

中学校入学式

敷水緑町道完工式

（ 

予子林老友会総会

＇ 川上商工会青年部総会 形 し ノ 」 り

定例部落長会
さ五賞二主
れ月 1rC 点

農協酪農部総会 た十堀出の

川上商工会総会 °六井品枝

，広常部落消火施設落成式 、日ーし打

養蚕共同飼育所落成式（予子林） -
林男 コ
業氏銀ン

庁野地区敬老会 総が賞ク

匠婦検診（役場） 会そ 1rC l 

婦人会総会
に れ 下 Jレ

、 •I”'唸
入事ーぃ次 おそ石 1rCI 互ご王ロヽ応憂交戸望． 馳

1. 0 償 ‘0([)林
0林 還 農 と業
万業林お、関

円経業 り係
ツ叫汲で資

す金
([)の

で借
ど入
利れ
用の
＜概
だ要
さは

‘.J 

肱
川
地
方
林
業
振
興
協
試
会

コ
ン よ

り

l 
)レ

Uノ

西
田

国
保
特
別
会
計
予

国
保
財
源
は
国
庫
補
助
が
大
部
分
を

i

し
め
、
次
は
保
険
税
で
あ
る
3

i

本
年
の
医
療
費
の
増
額
の
見
込
か
ら
[

推
せ
ば
、
保
険
税
の
壻
額
も
考
え
ら
れ
[

る
の
で
あ
る
が
、
繰
越
金
尻
て
補
い
を

i

つ
け
税
の
増
額
は
し
な
い
。

i

但
し
、
所
得
頷
匠
よ
る
自
然
増
は
若

i

干
あ
る
。

国
保
の
支
出
は
殆
ど
が
医
療
給
付
で

i

あ
る
。
本
年
は
医
療
費
の
改
定
（
九
・

i

五
％
）
が
あ
り
、
年
間
医
療
貨
批
酎
は
~

七
二
、
八
0

一
千
円
と
な
る
（
一
人
当
~

り
一
九
、
六
七
六
円
）
昨
年
殿
五
六
、
[

七

＝

忙

比

し

二

八

茄

の

増

で

あ

i

る
。

融

に
つ
し

森
林
組
合
だ
よ
り

肱）I
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さl末口径す ぎひのきほ

了⑳下 83 8 5 

1 4. ： m I : 2 ] : ： 1 : : 

1 4. 2 m I 1 6,, I 6 7 I 1 O 2 

3 0’’7 2 1 2 5 

3.0 m 7 下 62 l 8 4 

l 8 上 49 5 4 

& 2 m I 13,、 841  5 7 

1 6”7  1 1 3 3 

2.0m 7 下 25 I 2 5 

i 
8 上 22 2 5 

2.1 m 16"1 321 38 
3 0.,, ! 5 41 4 8 

1 2上 83! l 6 4 

1 3上 I11 1 9 

つ1その他

松バルプ材

1.5m~2.1匹

末口 6虚上
1 9円20 0

0

 

4

5

 

乾しいたけ

県森連椎茸共販売所

に於ける相場

l 入札の月日 S 4 5・.5.7 

2. 価

高値

ロ

幼

令

林

‘
i

画
で
す
か
ら
、
ま
ず
山
林
を
先
陀
完

天
然
下
種
補
整
林
造
林
の
た
め
~
了
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

の
土
地
取
得
に
必
要
な
資
金
及

□―
-
、
六
月
頃
よ

b
準
備
と
し
て
基
準
点

び
育
林
、
相
続
、
医
療
資
釜
で

i

を
測
量
し
ま
す
。
そ
の
除
小
さ
い
木

公
庫
以
外
よ
り
借
り
受
け
た
た

i

杭
を
五

0
米
姦
き
位
匠
た
く
さ
ん
打

め
生
じ
た
負
債
こ
れ
を
監
理
す

i

ち
ま
す
か
、
こ
れ
は
土
地
の
境
界
と

る
資
金

i

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
勝
手
匠

、
県
共
同
化
資
金
二
年
据
置
―
―
―
~
助
か
し
た
り
抜
い
た
り
し
な
い
よ
う

年
元
金
均
等
債
還
雄
茸
原
木
資
金
~
一
般
の
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

（

年

利

五

分

三

胆

）

；

四

、

分

割

、

合

併

等

相

談

の

あ

る

方

は

推
耳
を
栽
培
す
る
組
合
貞
の
原
木

i

係
が
現
地
作
業
に
出
た
折
何
で
も
お

及
び
種
菌
代
の
購
入
す
る
た
め
の
資

i

尋
ね
下
さ
い
。

~('(

i\l.,( 

命

i

農
薬
と
体
の
関
係

~
1

国
土
調
査
ー

＂
ー
ー
ー
ー
\
9

）
＄
ド
ー
＼
•
（

,
\
l

し
＿
＿

．
、
年
は
大
谷
地
区
の
測
量

i

~
除
単
と
か
殺
虫
の
た
め
陀
殷
薬
を
使

[
今
年
の
国
土
詢
査
の
計
画
は
、
名
荷
：
う
こ
と
か
年
々
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

芦
地
区
の
経
記
準
偏
と
、
新
し
く
大
谷
〗
増
収
と
淡
薬
と
は
切
っ
て
も
切
り
は
な

麗
区
の
測
董
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
；
せ
な
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
よ
く
わ
か

[
大
谷
地
区
の
測
量
は
、
今
年
と
来
年
：
り
ま
す
が
、
か
ら
だ
を
こ
わ
し
て
し
ま

ら
二
年
間
陀
行
な
う
予
定
で
、
今
年
は
}
っ
て
は
な
ん
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

五
I
石
、
影
地
、
広
常
、
久
保
の
区
域
を
~
曲
底
藁
中
毒
の
お
そ
る
し
い
点
は
あ
る

ニ

実

施

し

ま

す

。

五

恒

度

ま

で

は

中

毒

症

状

が

表

面

に

あ

ら

i

測
董
忙
先
だ
ち
同
地
区
内
に
土
地
を
丁
わ
れ
た
い
こ
と
で
す

3

そ
の
た
め
つ
い

』
所
有
し
て
い
る
人
は
境
界
の
設
定
を
行
。
気
楽
に
扱
い
が
ち
で
す
か
、
肝
臓
や
腎

2

育
林
資
金
五
分
）
人
工
]
仏
っ
て
い
た
ゞ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
二
臓
の
わ
る
い
人
、
あ
る
い
は
貧
血
の
人

林
九
年
生
以
上
の
森
林
忙
対
す
る
：
ん
の
で
、
次
の
要
領
で
早
目
に
先
了
さ
こ
は
と
く
虻
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

育
林
作
業
忙
必
要
な
峯
業
蛋
で
二
れ
る
よ
う
均
願
い
し
ま
す
0

¥
も
ち
ろ
ん
妊
娠
中
、
生
珪
中
の
人
は

十

町

未

満

の

森

林

所

有

の

組

合

員

、

山

林

の

境

界

:

絶

対

使

わ

な

い

こ

と

3

か
ら
だ
の
ぐ
あ

B

林
業
経
営
維
持
資
金
枠
残
高
一
―
―
瞬
接
す
る
所
有
者
と
励
回
で
境
界

i

い
が
お
か
し
い
と
思
っ
た
と
き
は
早
く

十
万
円
（
自
農
維
持
資
金
を
含
む
）
を
見
辿
し
の
き
く
よ
う
切
即
き
、
雑
五
8
師
の
手
当
て
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

L

相
続
資
金
（
年
利
五
分
）
被
相
木
等
を
利
用
し
て
境
界
杭
を
た
て
、
~
も
し
農
薬
を
誤
っ
て
の
ん
だ
と
き
は

続
人
死
後
一
ケ
年
以
内
忙
そ
の
林
道
端
毎
ヘ
マ
ジ
ッ
ク
で
所
有
名
を
記
二
水
か
牛
乳
を
飲
ま
せ
て
は
か
せ
る
と
い

；
ぅ
手
当
て
を
く
り
か
え
す
一
方
、
医
師

業
経
営
を
承
継
し
よ
う
と
す
る
特
入
し
て
お
く
。

定
の
相
続
人
が
他
の
共
同
相
続
人
境
界
の
測
量
は
十
月
頃
よ
り
着
手
ご
匹
連
絡
を
し
、
胃
を
圧
迫
し
て
は
き
や

の
相
続
分
の
譲
渡
る
た
め
す
る
予
定
で
、
そ
れ
ま
で
に
元
了
す
丁
す
い
よ
う
尻
す
る
の
心
効
果
が
あ
り
ま

る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
特
に
御
在
[
す
o

の
資
金
。

所
附
近
は
九
月
初
よ
り
着
手
す
る
の
~
目
、
ヒ
フ
た
ど
陀
つ
い
て
し
ま
っ
た

2

維
持
資
金

ィ

で

こ

の

附

近

に

限

っ

て

は

早

目

に

す

：

と

き

は

、

か

ぶ

れ

を

お

こ

す

お

そ

れ

が

場

雑バルプ材

1.5切～2.lm
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1 4cmJ: 

2 9円～32円

2,730円（

2,096円
髯）

1,000円

3 概要

値下がりの中心セロが 2,100

円前後忙落ち』心配された

小粒や下物の僅かな上げ，

厚肉．冬品の急舞等で大変

不安定な相砺となった。小

1. 900円～2,000円

ドンコ 2,300円～2,500円 3

厚肉コウコ系2,300円中心』

セロ，下物共妬弱保合，小

粒，どんこ厚肉は強気配

次固市 5月27日， 6月17日です。

5日前位に出荷して下さい。

今

初

こ

希

れ

l

,
＂l
 

マ

ナ



旦第―
]
の

消
化

む
す
び
つ
き
ま
す
。

i

病
が
発
生
す
る
°
赤
中
な
ど
は
発
．
農
薬
は
子
供
の
手
の
と
ど
か
ぬ
．
一
般
米
（
か
け
米
）
と
し
て
取
扱
わ
れ
、
＂

~
生
が
ひ
ど
い
の
で
薬
剤
に
よ
る
定
期
防
二
の
場
所
に
き
ち
ん
と
保
管
を
い
た
し
ま
」
酒
米
加
算
金
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
~

ニ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

丁
し
ょ
う
0

,

~
除
が
必
要
で
あ
る
。

梅
の
出
荷
時
期
が
お
~

{
五
月
下
旬
か
ら
六
月
下
旬
に
か
け
て
~

冒

｀i
ニ
ー
三
回
水
和
硫
黄
剤
の
四
0
0倍
液
~

と
ず
れ
ま
し
た
0

田

植

[

~
（
水
―
o
f
当
b

二
五
g
)
又
は
硫
黄
~

．

．

粉

剤

（

塁

）

を

成

木

園

で

は

一

0

ァ

ハ

空

だ

き

三

十

分

で

火

災

[

荷

準

傭

ゃ

翌

勺

等

忙

し

[

．

廿

い

時

で

す

が

、

梅

の

実

i

~
風
呂
の
燃
焼
実
験
行
な
う
~

~
ー
ル
当
り
六
邸
を
散
布
す
る
。

も
大
分
太
っ
て
来
ま
し
ぃ

i
o
ネ

ス

ジ

ノ

カ

ワ

ガ

の

防

除

＂

＂冒

．
ネ
ス
ジ
ノ
カ
ワ
ガ
の
成
虫
が
五
l
六
軸
最
近
、
ガ
ス
風
呂
に
よ
る
中
毒
事
故

[

O

l

た
の
で
左
の
日
程
に
て

[
米
生
産
整
に
”
月
か
ら
発
生
し
毬
果
妬
産
卵
し
こ
れ
が
や
火
災
が
多
発
し
て
い
る
が
、
袖
岡
市
~
毎
集
荷
を
し
、
本
所
で
撰
[

り
]
紺
化
し
た
幼
虫
が
六
月
中
旬
頃
毬
果
内
・
消
防
局
は
火
災
化
学
研
究
刷
査
会
の
協
~
朱
し
て
市
場
出
荷
を
致
[

[
と
も
な
う
休
却

に
食
い
入
り
落
果
せ
し
め
る
の
で
遂
朱
〗
ル
を
得
て
、
ガ
ス
風
呂
（
内
釜
式
）
の
＂
！
生
し
ま
す

o
·

少
し
で
も
多
[

i
内
陀
食
い
入
る
前
忙
（
六
月
中
旬
）
忙
伍
心
焼
失
験
を
し
た
。
~
菫
忙
出
荷
し
て
下
さ
い
。

0

詞

料

か

入

れ

た

詰

物

質

を

i

雑

草

防

止

に

つ

い

て

”

分
解
し
、
栄
秦
吸
収
ま
た
は
合
成
~

し
て
体
を
維
持
が
ら
成
長
し
、
子
~
わ
が
国
炭
政
史
上
は
じ
め
て
と
い
}
.
B
H
o
叉
デ
ィ
プ
テ
レ
ソ
ク
ス
粉
剤
を

g

実
験
は
団
地
サ
イ
ズ
で
ガ
ス
風
呂
の
五
晒
呆
し
士
す
梅
は
秀
品
・
優
品
・
良
品
[

ニ
エ
日
し
て
も
う
一
度
紐
空
型
を
つ
く
り
、
動
物
を
使
っ
て
の
危

9

と
分
け
ら
れ
ま
す
。

牛
を
産
み
、
牛
乳
、
牛
肉
を
生
産
し
て
．
れ
る
米
の
生
揺
調
擬
が
す
す
め
ら
れ
る
~
散
布
し
―
o
l

い
る
。
そ
の
た
め
化
は
均
節
が
と
れ
た
・
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
肱
川
町
で
は
＂
散
布
し
て
下
さ
い
。
五
眠
度
お
よ
び
カ
ラ
メ
キ
テ
ス
ト
を
行
な
~
充
分
消
毒
は
な
さ
れ
た
事
と
思
い
ま
/

＂
っ
た
。
そ
の
粕
果
、
犀
四
握
突
で
挨
気
テ
が
、
黒
星
病
の
た
い
も
の
が
秀
品
に
~

栄
養
素
が
必
袈
匠
な
る
か
、
こ
の
栄
養
＇
約
一
九
ヘ
ク
ク
ー
ル
の
調
整
が
股
家
ょ
＂

（
一
應
を
閉
め
た
ま
ま
燃
焼
さ
せ
る
と
、
ネ
[
;
り
ま
す
°
収
稜
は
た

A

き
お
と
さ
な
~

素
は
第
一
胃
内
の
諏
酵
作
用
が
宮
忙
同
・
り
申
込
ま
れ
て
姦
り
、
休
耕
田
が
相
当
[
購
買
部

ご
ス
ミ
、
モ
ル
モ
ッ
ト
は
一
O
L
l
-
0
分
以
い
で
、
き
ず
を
し
た
い
よ
う
御
注
意
下
~

そ
一
酸
化
炭
素
中
毒
を
起
こ
し
柏
次
い
ぷ
u
い

3

農
薬
の
中
毒
対
策

じ
よ
う
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
面
積
を
占
め
る
よ
う
で
あ
る3
休
耕
す
~

得
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
胃
内
:
る
と
婢
草
の
発
生
に
と
も
な
い
病
害
虫
~

の
消
化
生
珪
に
合
っ
た
牛
の
恥
養
法
と
＂
の
生
息
の
場
所
と
な
り
、
又
雑
単
害
陀
に
つ
い
て
．
で
死
化
、
ま
た
カ
ラ
ダ
キ
で
は
一
0
分
~
（
集
荷
月
日
）
六
月
二
日
し

六
月
四
日

玉
風
呂
桶
妬
‘
-
―
-
0
分
で
は
板
ぺ
い
に

i

し
て
、
年
閻
を
追
じ
て
給
与
飼
科
の
質
＂
よ
る
被
害
と
地
力
消
耗
が
問
題
と
な
っ
[

六
月
八
日

~
今
年
も
農
薬
を
取
扱
う
時
期
か
来
ま
珈
松
え
移
っ
た
。

と
量
が
極
端
に
裟
ら
な
い
よ
う
匠
飼
料
王
い
る
。

六
月
十
日

の
生
産
利
用
尉
幽
を
企
て
て
苓
く
こ
と
尺
~
し
た
。
最
近
農
薬
が
殷
産
物
や
畜
産
物
[
同
局
で
は
、

j
j
ス
風
呂
は
大
き
な
事
[

に
残
留
が
心
配
さ
れ
て
調
査
が
続
け
ら
」
立
を
招
き
易
い
の
で
、
取
扱
に
は
充
分
＂
（
集
荷
時
間
）
本
所
地
区
十
時
ま
で
に
・

~
休
耕
田
除
草
剤
使
用
方
法

飼
料
の
極
類
を
急
に
裟
え
る
よ
う
た
事
~

撰
呆
場
、
宇
和
川
、
大
~

：
れ
て
居
り
ま
す
。
農
作
物
を
病
虫
害
か
丘
注
意
を
は
ら
っ
て
低
し
い
と
呼
び
か
け
[

を
す
る
と
、
第
一
胃
内
の
微
生
物
の
バ
ニ
0
ア
ー
ル
当
り

谷
、
予
子
林
の
各
半
染
~

ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
て
、
栄
養
素
の
生
産

i

グ
ラ
モ
キ
ソ
ン
―
―
-
O
O
G
o
と
~
ら
守
る
た
め
匠
は
農
薬
散
布
も
止
む
を
二
て
い
る
。
~

所
は
九
時
ま
で
に
事
業
[

が
減
少
し
ま
す
。
＂
シ
マ
ジ
ン
一
o
o
~
-
一
五
0
g
を
~
得
な
い
わ
け
で
す
が
、
殷
薬
の
被
岩
予
、

5

へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

i

春
先
は
多
汁
須
で
蛋
白
質
の
多
い
飼
．
加
え
水
一
五
0
8
尻
希
釈
二
防
の
第
一
忙
心
掛
け
る
こ
と
は
散
布
作
．
（
販
売
誅
一

料
を
給
与
す
る
こ
と
が
多
い
時
は
、
稲
~
二
業
時
の
安
全
防
設
装
備
が
必
要
で
す
。
~

ワ

ラ

な

ど

を

混

せ

た

り

、

予

め

乾

か

し

雑

単

二

0

セ

ン

チ

ー

三

〇

セ

ン

チ

の

そ

の

た

め

忙

保

設

具

を

着

用

す

る

前

に

四

十

五

年

産

・

:

由

□[]

~
時
散
布
す
る
。

-
貯
金
金
利
の
年
利
建
移
~

~
ヒ
フ
保
護
ク
リ
ー
ム
「
カ
ネ
ク
ク
ン
じ
』
酒
米
（
小
粒
種
）
＂

て
給
与
す
る
事
が
大
切
で
す
。

．
行
と
一
ケ
年
定
期
貯
金
[

粗
飼
料
を
多
給
し
て
満
腹
駆
を
あ
た
~
こ
れ
ら
の
除
単
剤
は
稲
を
は
じ
め
他

□
を
顔
や
手
腕
足
陀
充
分
す
り
こ
ん
で
保
＂
品
．
緬

iに
つ
い
て

え
る
こ
と
は
第
一
肖
内
を
嫌
気
の
状
態
云
}
作
物
に
薬
害
が
あ
る
の
で
薬
剤
散
布
二
設
膜
を
つ
く
り
農
薬
の
内
部
へ
の
浸
入
~

に
保
ち
、
細
酵
消
化
を
良
く
し
ま
す
。
に
つ
い
て
は
近
接
の
稲
や
他
の
作
物
陀
を
防
く
。
ま
た
薬
剤
か
付
着
し
た
時
は
[
四
+
五
年
産
酒
米
の
品
種
が
去
る
図
[
の
今
平

JFUerト
=

」

っ

/

ぃ

て

[

給
与
し
て
い
る
飼
料
を
変
え
る
に
は
、
こ
害
か
で
な
い
よ
う
使
用
し
な
け
れ
ば
な
[
石
鹸
で
よ

v

洗
い
水
気
を
拭
き
と
つ
て
五
2

ーO
日
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
o
~
~

七
日
l
+
B
頃
の
日
数
を
か
け
て
変
え
：
ら
な
い
。
~
か
ら
「
カ
メ
ク
ク
ン

F

」
を
適
当
た
塗
疇
そ
れ
に
よ
り
吐
す
と
、
昨
年
の
七
品
二
、
去
る
三
月
三
日
改
正
さ
れ
た
「
臨
"

~
る
と
よ
い
。
作
業
衣
陀
つ
い
た
落
ち
が
這
匡
の
内
か
ら
、
日
本
賭
。
ヤ
マ
ピ
コ
•
]
時
金
利
調
整
法
」
に
よ
り
四
月
二
十
[

る
事
が
大
切
で
す
3

胃
内
の
微
生
物
が
~

：
た
い
殷
薬
を
洗
い
落
す
陀
は
組
合
洗
剤
i
‘
‘
、
ホ
ニ
シ
キ
の
三
品
枷
が
除
外
さ
れ
ま
~
B
よ

b

金
利
の
引
げ
が
実
施
さ
れ

i

完
全
に
変
っ
た
飼
料
に
対
応
す
る
妃
は
~
く
り
／
D

~
ニ
ュ
ー
ホ
ワ
イ
ト
が
最
適
で
す
。
今
年
：
し
た

3

し
た
が
っ
て
本
年
は
ア
ケ
ボ
ノ
壽
二
ま
ま
し
た3
~

丁
も
無
事
故
で
あ
り
、
豊
作
を
迎
え
る
た
涵
吹
山
三
井
・
農
林
二
二
号
桑
愛
知
旭
の
i
一
ケ
年
定
期
従
の
五
分
五
厘
か
}

六
十
日
む
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
~
病
害
屯
凹
除
[

第
一
胃
の
生
理
匠
合
っ
た
飼
和
の
あ
た
i

：
め
た
も
皿
は
十
分
し
ま
記
四
品
種
で
す
°
此
れ
以
外
の
品
種
に
つ
~
ら
五
。
；
八
五
％
に

え
、
飼
料
の
消
化
吸
収
を
良
く
し
ぷ
°
ウ
ド
ン
コ
病

い
て
は
で
あ
っ
て
も
~
六
名
刀
五
分
一
従
来
通
り
五

t
~

高
め
、
牛
の
健
全
な
~
月
中
旬
か
ら
で
は
ウ
ド
ン
コ
~
し
ょ
う
。

編`
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五
日

六

月

二

日

六
月
一
九
日

二
六
日

中
津

大
谷

小

藪

岩

谷

宇
和
川 配

達
日

の

た
り
ま
す
。

、
年
利
建
球

最

近

の

江

な

化

に

即

応

，

捺

慣
行
忙
合
4

単

基

準

と

す

ヱ

《

示

を

一

般

も
理
解
し
ゃ

JU

で
表
示
す
る
よ

ぅ
尻
な

b
ま
し
た
。

四
日

六

月

九

日

六
月
一

1

日

六
月
一
六
日

六
月
一
八
日

六
月
二
三
日

二
五
日

三

0
日

小
歓

六
月

日

日
野

谷

口

宇

和

川

南

宇
和
川
北

大
谷

月

野

小

藪

谷

口

宇

和

川

宇
和
川
北

大
谷

月
野

ヶ
月
の

日

-
％
に

-
％
尻

分

一
五
％
に

従
来
通
り
囮
．



も
あ
り
ま
す
。

冷
あ
り
ま

薬
液
が
作
物
体
上
で
乾
い
た
の
ち
、

風
雨
や
露
で
流
失
し
な
い
も
の
ほ
ど
年

剤
の
効
果
が
持
続
す
る
わ
け
で
す
が
、
~

こ
の
よ
う
忙
散
布
薬
剤
が
固
く
付
着
し
[

て
離
れ
な
い
ほ
ど
、
固
着
性
（
あ
る
い

i

は
付
着
性
）
が
よ
い
と
い
い
ま
す
°
予
~

防
的
効
果
や
残
効
性
の
あ
る
薬
剤
で
は
~

こ
の
性
質
が
よ
い
と
有
効
な
わ
け
で
、
~

展
着
剤
加
用
の
目
的
の
一
つ
で
も
あ
り

i

咤
す
。
砒
索
剤
た
対
す
る
カ
ゼ
イ
ン
石

i

陀
加
え
る
と
、
牛
乳
状
の
．
灰
の
加
用
は
懸
垂
性
の
た
め
ば
か
り
で
~

白
濁
し
た
い
わ
ゆ
る
乳
濁
液
が
で
き
ま
~
た
＜
｀
こ
の
固
着
性
を
良
好
に
す
る
目
~

す
が
、
水
の
中
に
乳
剤
の
粒
子
が
均
一
て
的
も
大
音
い
わ
け
で
す
。
~

陀
分
散
し
そ
の
状
態
が
な
が
く
保
た
れ
~

る
忠
の
筏
ど
、
1
乳
化
性
が
よ
い
こ
と
に
~

た
り
ま
す
。
農
薬
の
乳
剤
忙
は
乳
化
剤

i

が
加
え
て
あ
り
、
散
布
忙
支
障
の
た
い
~

乳

濁

液

が

れ

る

よ

う

匠

な

っ

て

い

i

芍
す
。

を
加
え
て

一

湿

展

廷

固

着

性

一

声

↓一
懸
垂
性
・
乳
化
性
一

市
販
さ
れ
て
い
る
農
薬
の
水
和
剤
、
~
散
布
液
の
重
要
な
物
理
性
と
し
て
、
[

お
よ
び
乳
剤
（
乳
剤
原
液
）
は
散
布
に
：
上
記
の
懸
垂
性
・
乳
化
性
の
険
か
に
湿
~

あ
た
り
、
水
と
混
ぜ
て
懸
濁
液
あ
る
い
二
展
性
、
固
着
性
が
あ
り
ま
す
°
薬
剤
を

i

は
乳
濁
液
と
し
て
散
布
す
る
わ
け
で
す
；
散
布
し
た
場
合
、
散
布
液
の
粒
子
が
対
~

が
、
と
の
際
詞
製
し
た
散
布
液
中
に
、
よ
琢
の
作
物
や
病
害
虫
尻
よ
く
付
着
し
て
．

で
き
る
だ
け
薬
剤
が
均
ー
に
分
散
し
て
、
:
-
Jれ
を
濡
ら
し
、
広
が
っ
て
ゆ
く
性
質
~

そ
の
状
態
が
な
が
く
安
定
に
保
た
れ
る
こ
を
湿
展
性
と
い
い
ま
す
3

こ
の
湿
展
性
i

こ
と
が
、
均
等
な
散
布
を
行
な
う
上
に
」
を
よ
く
す
る
た
め
、
通
常
は
水
和
剤
陀
~

望
ま
し
い
わ
け
で
す
。
こ
の
散
布
液
の
：
も
乳
剤
尻
心
界
面
活
性
剤
が
加
え
ら
れ
[

安
定
性
を
懸
濁
液
の
場
合
忙
懸
垂
性
、
二
て
い
ま
す
が
、
の
悪
い
よ
う
~

乳
濁
液
の
場
合
忙
乳
化
性
と
い
い
ま
す
。
：
た
作
物
匠
あ
た
っ
~

水
和
剤
を
水
と
混
ぜ
る
と
、
水
中
匠

]
L
さ
ら
匠
す
~

薬
剤
の
振
粒
子
が
分
散
し
た
懸
濁
液
と

な
り
ま
す
が
、
時
間
の

粒
子
が
次
第
匠

て
苔
ま
す
。
こ

の

の

沈

降

が

遅

い

ほ

ど

、

懸

垂
性
が
よ
い
こ
と
尻
な
り
ま
す
。
水
和

剤
陀
は
追
常
、
展
着
剤
が
加
え
て
あ
り

懸
垂
性
が
改
良
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
砒

素
剤
の
よ
う
匠
散
布
液
を
訥
製
す
る
時

陀
、
カ
ゼ
イ
ン
石
灰
そ
の
他
の
展
着
剤

良
好
忙
す
る
場
合

農

と
と
も
陀 語

イ

ド

6 ・. 食 献 表

日 ノくン．． 牛 乳
の 品 の 食 ロロロ みどりの 0ロロ

躍日 献 立 名
でんぷんーし霞う た ん ば ＜ かいぶん一ービクミン

く力や 混陀たる' 血や肉 恢 な る 体の 子をよくする

1 
焼 き そ ば ら油 豚肉・、ちくわ 陀んじん・た吃ね智・キャベッ

月 ねぎ
2 

フルーツサラダ マカロ •さとう・マヨネーズ ソー七ージ にんじん・キャペッ。みかん
火 バイン・レーズン
3 

ち ＜ ぜ ん じゃがいも・油桑こん匠ゃく ・油揚げ戴ちくわ喩さとう 匠んじん・たけのと•こ．iぼう
水 クリンピース
4 

ホワイトシチュー じゃがいも a 油やマカロニ 豚肉 尻んじん・た主ねぎ木

； 厚あげのそぼろ煮 マロニー・油・さとう 鶏ひき肉・厚あげ・ちくわ にんじん・キャベッ

8 
い り 豆 油。さとう き肉・ ・かまぼこ

忙ん まね ・キャペッ
月 グリンピース， ぜ ん ざ い

臼玉粉•さとう き・脱脂粉乳 くだもの火 ＜ だ も の

l 0 
• ← 

好 き焼音風煮
じゃがいも・ んにゃ

たまねぎ，もやし（キャベツ）水 マロニー瓜さとう・油

l 1 
はるさめ酢物 はるさめ疇さとう ソーセージ・ちくわ

キャベッ奪キュウリ，忙んじん
みかん令わかめ・ちりめん

1 2 ゆ でた ま こ→
じゃがいも た主ご・ みそ 陀んじん，た主ねぎ・わか

釜 み そ 汁 ねぎ
1 5 

焼巻ビーフ ン ビーフンを油 豚肉，ちくわ にん ・たまねき＇暴キャベッ
月 したけ
1 6 

じゃがい忠のそぼろ煮
ゃがい心もマロニ g さとう

鶏ひき肉嶋油あげ にん 亨キャペッ
火 油 クリンピース

1 7 フ）レーツ寒天
小麦粉・白玉粉・ヨ グルト ウィンナーソ セージ

みかん・パイン・かんてん
氷 ウィンナーソーセージ レズン令チェリー

1 8 
い そ じゃがいも・さとう，油 ・てんぷら・油あげ にんじん，こん妬ゃく・：ひ、じき

木

1 9 べんけいフライ そうめん。 鶏肉“ちくわ尊ぺんけいフライ にんじん・た主ねぎ・しいたけ金 そ う め ん 汁
2 2 

ぎつ ね う どん うどん 油あげ・かまぼこ 陀んじん・たまねぎ・キャペッ月

2 3 ポテト サラク＾
じゃがいも・マヨネーズ ソ セージ・粉チーズ

陀んじん・たまねぎ・パイン
火 O L O ューココア レーズン，キャベッ・キュウリ

2 4 
コーンシチュー じゃがいもも油・マカロニ 豚肉・ス ートコーン

にんじん島たまねぎ・キャベッ水 スモークミート

2 5 ｀ （揚げバ ン）
スバゲッティ g 油・（さとう） 豚ひき肉・粉チーズ

忙んじん・たまね智・キャベッ
木 ミ ー ト ソ ー ス 和 え グリンピース
2 6 （揚げパ ン） じゃがいも・油・マ ロ＝

尻んじんたまねぎ・キャベッ金 カレーシチュ （さとう）

2 9 
いため ぅ どん うどん・油 ・ちくわ 陀んじん・たまね智・キャ月

3 0 
洋 風 い り 卵 スパゲッティ・油 P さとう 豚ひき肉文・たまと 尻んじん，たまねき’・キャペッ

火


